
　　　　　　エチレンヅアミン四酢酸の分辨慶試験成頼鞭告書

　t試験期間　醜55年胡1珀＾繍55年2月22日
　2　試　科・名　　エチレンジア妻ン凶酢酸（試料煮X－92）

　　ら）　構造式，分子式

HOOCC塵　P瞬6b脅轡・馬
H。60G膨H熱晒。。H

　　b）性状　外硯：自色粉末，顧点（t）：240（分僻〉

　　　　　　　　　　純度（多）：’99

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

　二　試験方法及び乗件

　　　　lll鱗｝蝕…・一一…・

　　　　　鰍：50四　汚泥濃度：佃〇四　試験期間：4週間

　　＆垂　試験装置

　　　　　　酸素消費量白勘測定榎

　　蕊2酸素消費量測定

　　　　　　＆」の記録による

　　＆5　生分解歎願後の直接定量法

　　　　魯）使用分析機器

　　　　　　　全有機庚素分析計

　　　　　　　禦外可視自記分光光度計

　　　　●

㈲分析試料の曲解

　　　　　　試峠液

　　　　　　　　　。ろ遇（滋2ろ紙）

　　　　r一一　　　　　　　・50皿分取（づ00皿ビーカー）

　　　　　　　　　　　　　←呈色用漕糠蝦　5］岨

匠亟1　←5。仰・2皿
　　　　　　　　　　　　　・70帥80℃で佃分加熱

　　　　　　　　　　　　　。室温冷却

　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　こニコリ
　　　　　　　　，一vエ8測定塑1

　※：呈色潜液』

鰻曇一一一欄1・

⑥　分析条件

　全有機炭素分析計（T　O　C計〉

　　流速了C回路200皿／徹且

　　温度TC炉　950℃

　紫外可視自記分光光度齢（吸光光度計）

　　波　葦　480桶OOm
　　スワヅト幅　　　　　4皿

　　使用セル　　50皿ガラス



集　試験結果

一
酸墾姫による蘇L
　　　　　　　　　　『

TOC計による結果
吸燃計によ葡1丁（一〉崇
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丘　備　　考

　51　考　察

　　　　K－92（エチレンジアミン四酢酸）は、文献で土壌分解等の

　　例がみられるのでK－9250耳皿，汚泥100瓢皿の濃度で試

　　験を行った。又K－92は金属とキレートを作）易い物質な

　　ので、基礎培養基中の金属イオン（傷2＋，】贈2＋・一・〉と

　　キレートを作ウ・その影響で汚泥の活性t低下させる可能性

　　があるので、匿］（汚泥＋アニリン＋X－92）という系を一

　　点クーロメ一夕ーへ追加し、（水÷X－92〉系一点を開放

　　系で行った。

　　　その結果、團ではアニリンの正常な酸素消費画線を生じ

　　　（図一1参照）、K－92が汚泥活性を低下させていないこ

　　とが裏付けられた。

52　試料の採取

　　　試料の900弼皿漕液（水酸化ナトリウムでPHをZOに謂

　　節）をイオ’ン交換永及び墓壷培養液の各」卜290皿ユに寸0コユ

　　づつ添加した。

55　ク一口メーターヘのセプト状況
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